
研
究
背
景

研
究
成
果

２
０
３
０
年
の

　
　
応
用
展
開

２
０

研
究
目
的

研
究
の
特
色

研研

実
績

東南海・南海地震に対応した正確な地震情報を提供する実用
的早期警報システムの構築
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2007年より、地震発生とほぼ同時に地震情報
を知らせる緊急地震速報が一般市民に対して発
信されるようになった。しかしながら、これまでに
発生した地震は中規模以下の地震ばかりであ
り、東南海・南海地震クラスの大地震では正し
い情報を提供できない可能性がある。

余震に対する適切な緊急地震速報
東北地方太平洋沖地震の直後、現在の緊急地
震速報では、2つの地震を分離できずに1つの
地震として解析し過大な予測をしてしまったが、新
しく開発した手法では適切に2つの地震として推
定できる。この成果により、大地震直後の緊急
地震速報の誤報が大幅に軽減できる。

大地震に対する予測震度の精度向上
現在の緊急地震速報の手法は、大地震の時
は予測震度が過小評価になる問題がある。
本研究では、断層のどこが破壊しているかをリ
アルタイムで推定する手法を開発した。この
成果により、予測震度の精度を向上させるこ
とができる。

本研究では、大地震に対する予報の精度を上
げ、大地震直後の地震が多発する時期にもでき
るだけ正確な地震動情報を提供するシステムを
提案する。また、緊急地震速報の間に合わない
地域をできるだけ減らす新しいアルゴリズムを開
発する。
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揺れの前に地震の発生を知らせる緊急地震
速報は、日本の高い情報伝達技術と高密度
の地震観測ネットワーク、地震学の発展に
よって可能となった。この技術を応用して、地

震だけでなく、地面の揺れ（地震動）を生じ
る様々な現象（地すべり、土石流、隕石、
爆発、核実験等）のリアルタイムモニタリング
も期待される。
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新しく開発した手法で推定した、余震の震源位置
東北地方太平洋沖地震において、緊急地震速報により推定
された震度（左）と実際の震度（右）


